の 家庭の 幸福 を 根 こそぎ 抜き 散らして しまった 悲惨な 

出来事が、 最近 突然 山城 屋へ現 はれた。 

宗 右衛門に 二人の 娘が あった。 上のお 小夜 は楓の 

さび なま 

やうな 淋し さの なかに、 どこか 艷 めかし さ を 秘めて ゐ 

た。 妹のお 里 は どこまでも 派手で あでやかであった。 

宗 右衛門の 幸福 は、 巨万の 富 を 一 代に かち 得た ばかり 

びぼう 

で 満足 出来なくて、 あの 春秋 を 一時に あつめた 美貌 を 

うらや 

二人まで 持った と 人々 は 羨んだ。 その 二人の 娘が I 

I お 小夜 は 十九、 お 里 は 十七に なった ばかりの 今年の 

春、 激しい 急性の リヨ— マチで、 二人が 二人とも 前後 

にわかび つ こ 

して、 俄 跛に なって しまった。 人々 の 驚き、 まして 



宗 右衛門 夫婦に とって は、 驚き 以上の 驚きで あり、 悲 

しみ 以上の 悲しみであった。 妻のお 辻 は それが ため 持 

病の 心臓病 を 俄かに 重らして 死んで 行った。 お 辻は宗 

右衛門に 添って 三十 年、 宗 右衛門の 頑強と 鋭才 との 下 

を くくって、 よく 忍従に 生きて 来た。 お 辻 は 一日に 三 

度 か、 四 度 侍女 や 乳母に か しづかれ る 愛娘 達の 部屋 を 

のぞ 

靦く ばかりが 楽しみで、 だま つ て 奉公人と 共に 働いて、 

別に 人から 好い とも 悪い とも、 批判され る ほど 目立ち 

もしない 性分であった。 が、 支へ を 失った 巨木の やう 

に、 宗 右衛門 はがつ かりとお 辻の 死 顔の 前へ 座り込ん 

でし まった ので ある。 俄 跛の 姉妹の こと を 呉れん \ も 



い あお しな ほお 

夫に たのんで 逝った お 辻の 死 顔の 蒼 ざめ た 萎びた 頰 I 

I お 辻 は 五十で 死んだ ので ある。 

五月 下旬の 或る 曇 日の 午後、 山城 屋の 旦那 寺の 泰松 

寺で お 辻の 葬儀が 営まれた。 宗 右衛門 は 一番々 頭の 清 

まも ね 

之 助 や 親類の 男 達に 衛られ ながら 葬列の 中 ほど を 練つ 

て 歩いた。 

今、 お 辻の 寝棺が 悠々 と泰松 寺の 山門 —— 山城 屋宗 

右衛門の 老来の 虚栄心が、 ひそかに 一 郷の聳 目 を 期待 

きた 

して 彼の 富の 過剰 を 形の 上に 持ち 来らし めた —— をく 

ぐって 行った。 宗 右衛門に は 久しぶりに 来て 見た この 

ぎょぎょう 

仰々 しい 山門が、 背景 をな す 寺の 前庭の 寂び を 含ん 



か 覚え の 念仏 をぶ つぶつ 口の なかで 唱へ ながら、 何も 

かに も 手伝って やった。 すると また 「お 旦那 も 我が 折 

れた。 お嬢さん 達が あんなに なりな さって 気が 弱った 

からだ ご と、 どこかで 奉公人 達が、 ひそひそ 言 ふけ は 

ひもした が (俺 はもう 誰に も 何にも 言 はぬ ぞ) 観念す 

れば 何事に も 意志の 強い 自分で ある こと を宗 右衛門 は 

さび 

知って ゐた。 そして、 それが また 何となく 淋しい やう 

にも 感じられて、 棺を 見つめて ゐた眼 をし ばた、 いた _ 

その ま、 何もかも 黙って お 辻の 棺 について 寺へ 来たの 

である。 

めまい 

宗 右衛門 は 軽い 眩暈 を 感じて 眼 を閉ぢ た。 何 か 哀願 



上下に 渦 をな して ゐた。 低声で はあった が、 今まで 何 

となく ざわざわして ゐた 人々 の 声が、 俄かに 静まった。 

宗 右衛門 も ふと 奥庭の 奥深く へ 眼 を やった。 白無垢の 

お 小夜と お 里が、 今、 花の まばらな 梔 の 陰から 出て 

つ はぶきに 取り囲まれた 筑波 井の 側に 立ち 現 はれた と 

ころで ある。 若い 屈強な 下婢が 二人 左右に I 姉 も 妹 

も 痩せ形ながら 人並より 高い 背丈 を、 二人の 下婢の 肩 

にかけ た 両手の 力で 危 ふく 支へ て 僅かに 自由の 残る 片 

お ぼっか よ 

足 を 覚束なげ に 運ばせて 来る。 黒 紋付を 着た 宜ぃ 老婢 

が 一 人、 小婢を 一人 随 へて、 あとから 静かに 付き添つ 

て 来る、 …… やがて 薄い 涙で 曇った 宗 右衛門の 眼に、 



拡大され て 映った 二人の 娘の 姿が、 静まり返った 人々 

の 間 を 通って、 お 辻の 寝棺の 傍に 近づいた。 宗 右衛門 

は あわて、 立ち上った。 そして 棺に 高い 台 を かふ やう 

に 急いで 命じた。 人々 も 娘 達 も 呆気に とられた。 宗右 

衛門は 娘 を 其処へ 座らせまい としたの であった。 座れ 

ば その 下半身 は、 曲らぬ 片足 を 投げ出し たま ゝの浅 ま 

しい 異様な ものの うづく まりになる からで ある。 棺は 

丁度、 娘 達の 胸まで 達した。 あらためて 娘 達 は 棺に近 

づ いた。 姉 も 妹 も 並んで 一所に 額 付いた …… 二人の 白 

ふりそで 

羽二重の 振袖が、 二人が なよ やかな 首 を 延べて 身 を 

か、 V めようと する その 拍子に、 丸い 婢の肩 を 滑って、 



も は すそ かかと 

着 は 着ても、 最早 やその 裾から 玉の やうな 踵 を こぼ 

ほたる カリ すす 

して 蛍 狩 や 庭の 涼みに は 歩かなかった。 異様な 醜い 

うづく まりを その 下半身に かたちづくって、 二人 は 離 

れ 家の 居室に ひっそり として ゐた。 退屈な 悩ましい I 

I しかし それ を 口に は あまり 出し合 ひもせ ず、 二人 は 

美しい 額 の 汗ば かリ 拭いて ゐた。 

「御覧 あそばせな、 今朝 は 紅が 九つ、 紫が 六つ、 絞り 

る リ 

が 四つと 白が 七つ、 それから 瑠璃色が …… 」 

こ しんちゅう み みだらい たけえん 

老女が 小 女に よく 磨いた 真鍮 の 耳盥 を 竹椽へ 運ば 

せた。 うてな からち ぎり 取られた 紅、 紫、 瑠璃色、 白、 

絞り 咲きな どの 朝顔の 花が、 幾 十と なく 柄 を 抜いた 小 



傘の やうに、 たっぷり 張った 耳盥の 水面に 浮んで ゐ る。 

この 毎朝の たのしみ を 老女 は 若い 頃 の 大名屋敷 勤めの 

間に 覚えた。 

「あ、 お 旦那が」 

ろうひ 

小 女が 老婢の 後で 言った。 皆、 水面に 集まって ゐた 

おも- P 

眼 を あげた。 古いき びら を 着た 宗 右衛門が 母屋へ 通 ふ 

こみち 

庭の 小径 を ゆっくりと 歩いて 来る。 

「お 珍ら しい」 

老女 は 顔 を 皺め て 微笑した。 

「まあ、 お 父 様」 

おとなし いお 小夜 は、 た V うれしくな つかしかった。 



に は 判り 兼ねた。 

「お 旦那が、 このごろ、 泰松 寺へ しげ/ \ 行かれる」 

と 店の 者から、 ちらと 聞いた が、 それにしても 娘 達 

に 疎遠し てまで、 妻女の 墓参にば かり 行かれる と はう 

け とれなかった。 

「旦那 様、 泰松 寺に また、 御 普請で も 始まります か」 

「いや 何にもない」 

宗 右衛門 は 何故か あはて、 老女の 言葉 を 消した。 

「お 父 様、 お掛け 遊ばせ」 

お 小夜 は 小 女に、 麻の 座布団 をと らして す、 めた。 

「あ、、 ありがたう、 かま はずに ゐて 呉れ、 わし は 直 



ぐ また 出かけな けり やならない」 

すわ 

宗 右衛門が 庭に 面して 縁 端の 座布団へ 坐った 時、 始 

めて 父親 を 見上げた お 里の 鋭い 視線 を 横顔に 感じた I 

(何もかもお 里 は 勘付いて ゐる) 

お 里の 利潑を 余計 愛して ゐた宗 右衛門が、 今 はお 里 

が 誰よりも 怖ろ しくな つた。 やがて それが いくらかの 

憎しみ ともなった。 小夜が 不憫で、 うつかり 離れ家へ 

向けよう とした 足 も、 お 里を考 へて ぎつ くりと 止まる。 

商売の 算段 もな まり、 倉々 を 見廻る 眼力 もに ぶった が、 

人知れず 遠くから 離れ家 を 見詰める 宗 右衛門の 眼の 色 



は、 異様に 光った。 美しい ゆ ゑに 余計に 醜い 娘 達の 

いぎょう 

異形が、 追々 宗 右衛門の 不思議な 苦難の 妄執と なって 

つきまと 

附 纏った。 

或る 夜も宗 右衛門 は 眼を覚 した。 広い 十 畳の 間に ひ 

とリ宗 右衛門 は 寝て ゐ たので ある。 宵に 降った 雨の 

名残の 木 I 卞が、 ぼたり くと 屋根 を 打って ゐた。 蒸し 

暑い ので 宗 右衛門 は 夜具 を かいの け、 煙草 を 喫 はう と 

きせる 

して 起き 上った。 床の 上に 座って 枕元の 煙管 を とりあ 

げた。 引き寄せて 見る と 生憎、 煙草盆の 埋 火が 消えて 

あんどん ひざ 

ゐ たので、 行燈の 方へ 膝 を 向けた —— 自然、 まっすぐ 

に 離れ家の 方 を 彼 は 向いて しまったの である。 —— 



(しまった！) 

彼 は 喉元で 自分 を 叱った。 宗 右衛門に とって は 最早 

このごろ 

ゃ此 頃の 二人の 娘は妄 鬼であった。 離れ家 はま さしく 

妄 者の 棲 家であった。 またしても、 お 小夜と お 里と、 

それに 時た まの 例と なって、 死んだ お 辻 さへ 異形の な 

かの 一 例と なって 宗 右衛門の 眼前 をぐ る- (^とめぐつ 

た。 

宗 右衛門 は 煙草 を 置いて、 夏の はじめ 泰松 寺の 老師 

さんげ もん 

から 伝授され たうろ 覚えの 懺悔 文 を あわて ゝ 中音に 唱 

へ 始めた。 

我 昔 所 造 諸悪 業 皆 由 無始 貪瞋痴 



まぶた 

瞼 をべ つかつ こうした 小僧 も あり、 平身低頭の 老 

番頭、 その かげから、 昔、 かけ 先き の 間違 ひで 無体に 

解雇した 中年の 男の うらめし さうな 顔 も 出る。 

宗 右衛門 はふら/^ と 起き 上る と、 あや ふくの めり 

かろ ふとん 

さう になった。 が、 辛うじて 足 を 踏みし めて 再び 蒲団 

の 上に かしこまった。 そしてす つかり 正式の 読経の 姿 

勢に なった。 前の 懺悔 文 を 立てつ y けに 誦し 続けた。 



宗 右衛門 は 夏の 始めから、 泰松 寺の 仏 弟子と なって 

あるひ 

ゐた。 お 辻が 死んで 一 ヶ月 程た つてから である。 或 日 



宗 右衛門 は 生来の 我慢 を 折って、 泰松 寺の 老師の 膝下 

に ひざ まづ いたのであった。 彼 は 突然、 信仰心 を 起し 

たとい ふわけ ではなかった。 彼が 寂し さ 苦し さの あま 

り、 自分 を 救 ふ 何等かの 手段 を、 衆生 済 僧た る 老師 

が 持ち合せる であらう とい ふ 一 面 功利的な 思 ひっき か 

ら でもあった。 その 時、 老師 は、 梅雨の 晴れ 上った 午 

後の 日 ざしが あかるく さした 障子 をう しろに 端座して 

ゐた。 中庭に は 芍薬が 見事に 咲き 盛って ゐた。 宗右 

衛門 はお 辻の 葬式 以来、 ます/ \ 老師のに び 色 姿が 尊 

く 思へ た。 今日は 一層、 その 念 を 深めた。 が、 直ぐ さ 

ま 自分の 心持ち も 言 ひ 出せなかった。 老師 は宗 右衛門 



説が 極く ゎづ かに 宗 右衛門の 耳に 這^って 来た。 過去 

あくごう 

の 悪業が、 かりに 娘の 異状と なって 現 はれた と 観念す 

る こと は 出来ぬ かと 老師 は宗 右衛門に 問 ふて みた。 

「めつ さうな こと、 私 は 人の 命 を あやめた こと も、 人 

の 品物 を かすめた 覚え もありません」 

ほ とん 

宗 右衛門 は 不断の 剛情 を 思 はず 出して 殆ど 老師に 

反抗的な 口調で 言った。 老師 は 手 を 振って 静かに 説い 

た。 

「それ は 違 ふ、 眼に も 見えず、 形に も あら はれぬ 業と 

いふ 重荷 を、 われく は どれほど 過ぎ 来し かたに 人に 

も 自身に も 荷 はせ てゐ るか 知れぬ」 



の 一 つで も、 何十 人の なかの 誰の 指 一本で も搗 きつぶ 

した ことがあら うか …… 何にもない。 誰 を 誰もが、 ど 

きょ 

う もしない。 三十 余 年 前 自分が 身を浄 めて 土台 を据ゑ 

たこの 屋敷 内へ、 どうして あの 様な 浅ましい 妄鬼 —— 

ふびん 

否々、 何の 業因が 不憫な 娘 達の 異形と なって 現 はれた 

ほ とん 

のか。 殆ど 彼の 生命であった 家 も 屋敷 も、 倉々 も 皆、 

今 はとり とめ もな く 彼の 憎悪と 不平 をた y よはせ ると 

ころと なった。 彼 は 家に 居たくない ためば かリ でも 

度々、 泰松 寺へ 出かけて 行った。 行かなければ 気が 安 

まらなかった。 

「老師 さま、 本堂の 改築 を、 私に させて 下さい まし」 



と宗 右衛門 は 申し出た。 

「有難い こと ぢゃ、 しかしな、 わしに はこの 本堂で 

沢山 ぢゃ、 一 つに は、 この 古色 を 帯びた ところが わし 

の 好み ぢゃ、 それから また わしと この 本堂と は、 また 

格別な 因縁 も あるの ぢゃ」 

老師 は 穏やかに 宗 右衛門の 言葉 を 退けた。 しかし、 

老師 は宗 右衛門の この頃の ありさまが、 つくぐ 不憫 

であった。 難 かしい 教理 や 公案 は 刻下の 彼 を 救 ふ もの 

ではない。 寺へ 来て、 本堂と 庫 裡の間 を 何 かしら ま 

ご/ \ して ゐる だけで も 彼に 慰めで あらうなら、 それ 

でよ い。 老師 はいつ も 和やかな 顔 を 彼に 向けて ゐた。 



宗 右衛門 は 家から 蠟燭を 一抱へ 持って来て、 手当り 

次第、 仏前に 燈明を 上げて 見た。 太い 南天 を 見付け 

て 来て は、 切り刻んだり 磨いたり して 何 本 かの 鑰 打ち 

を 造った。 結構な 打ち 菓子 を 訛 へて 仏前 や 老師に 供 

へた。 しま ひに は 納所 部屋にまで も、 それ を 絶やさな 

しずか ぼくと つ 

かった。 泰 念と いふ 静な 朴訥な 小僧が 居て、 加減よ 

く 茶 を 立て、 は宗 右衛門に よくす、 めた。 彼 は 薄い 夏 

蒲団 を 家から 運んだ。 そして 涼しい 庫裡 裏で 半日 を 午 

睡に 過し、 夕方す ご/ \ 家へ 帰って 行く。 彼の その 姿 

を 度々 見かける 村の 者 は、 長年、 彼の 豪勢へ 持って ゐ 

た 反感 を、 この頃、 幾何の 同情に 変へ て 来た。 泰松寺 



一度く らゐ 帰って来て、 それ もほんの 屋敷の 一部 を ぼ 

ん やり 見廻 はって 来る に 過ぎなかった。 

一 番々 頭が 持参す る 日々 の 出納 帳 も あまり 身にしみ 

て は 見なかった。 極々 まれに、 こわごわ 娘 達の 様子 を 

聞く こと はあった。 しかし 番頭 はじめ 店の 者 も 誰も、 

あまり 詳しく は 話さなかった。 事実、 娘 達の 消息 は、 

店へ あまり 詳しく 判らない のであった。 た、 V、 達者で 

ゐる こと だけ は 判った。 宗 右衛門 は その 度に 何 かい 

まくし いやうな 気がした。 が、 また ほっと 安心 もし 

た。 

宗 右衛門が 寺へ 来てから 直きに 彼 は 一 つの 困難に 突 



それ 等の 部分 部分に ことさら 丹念に 女人の 情 を 潜ませ 

と 力く い 力 

て あるの か、 兎に角、 彼 は 今まで 如何なる 名匠の 美人 

きょ うたい 

画に も 単なる 艷冶ゃ 嬌態 を 示した ものに、 これほど 

心 を 引かれた ことはなかった。 清浄 を湛 へて 艷冶 はは 

じめ てま ことに 生き、 ます- (^嬌 色 は 深まる もので あ 

らう か 。 

沈み 切った 暮色の なかに、 この 女 菩薩 像が 愈々 生き 

て宗 右衛門に 迫った。 丸い 肩から 流れる 線の 末端 を留 

そろ 

め て 花弁 を 揃へ たやう な —— そ れも 自然 に 薄紅 の 肉色 

を 思 はせ る 指、 なよ やかな 下半身に 打ちな びく 羅 衣の 

襞の、 その ひとつく の 陰に も 言 ひ 知れぬ 濃 情 を 潜め 



(俺 は 何とい ふ 罰 あたり だ) 

彼 は炉の 傍へ うづく まった。 部屋 は 真暗であった。 

とざ 

かたく 閉 した 部屋の 外に は、 ことりと も 音が しない。 

炉の灰 を かむ つた 火の かげろ ふが 二つ 三つ、 遠い 過去 

か 未来の 夢の 中の ロマンチックな 灯の やうに、 彼の 想 

ひ を 引き いれる のであった。 

宗 右衛門 は 五十 余 歳の 年齢に して は、 若い 肉体 を 持 

つて ゐ たが、 それ は 彼の 頑強と 豪気との 抑圧 的な 一種 

の 反感 を 対 者に 加へ るに と > まって、 誰も 彼から 淫蕩 

の 感じ を 受ける 者はなかった。 実際、 彼に は、 生来 さ 

ほ とん 

うした 行跡 は 殆どない と 言っても よかった。 江戸の 



ある。 妻のお 辻 も、 主家の 娘と いふ 点が、 いくらか 彼 

の プライド を 緩和した だけで、 た y の 町家の 平凡な 娘 

を、 便宜上、 妻に したに 過ぎない とい ふ 気持ちば かり 

で 終始して ゐた。 では、 彼 は、 あるか 無き かの 如き 陰 

性な お 辻 一人に 満足し 切って、 彼の 男盛りの 何十 年 を 

過して 来た か。 否、 彼の 心に 全然、 女の 影の さ、 ぬ こ 

とはなかった のであった。 

ちの み 

娘 達の 乳 呑 時代に、 半年 ほど 離れ家へ 抱へ たお 光と 

うば れんそう 

いふ 乳母 (今 は その 乳母の 為め に、 離れ家 を 聯想す る 

のさへ 嫌で あるが) は 二十 五六で、 或 商家の 出戻り 娘 

びぼう 

であった。 あたり を 明るく する ほどの 派手な 美貌で あ 



つた。 その上、 気性 は她 何にも 痴情で、 婚家から 出さ 

れ たと 頷け る ほど 浮々 して ゐた。 それから 店の 下婢 

のなかから 珍ら しく 可憐な うら 寂しい、 そして 何処か 

あいきょう みいだ 

愛嬌ぶ かいお 作と いふ 小娘 を 見出した こと もあった。 

きゅう 

が、 前者 は 家が 乱れ はせ ぬかと いふ 打算的 杞憂から、 

さ よ-つじ 

後者 は、 例の 彼の 矜持が、 彼 を 逐々、 何の 間違 ひもな 

こめつき 

いうちに 引きと めた。 お 作 は、 倉の みすぼらしい 来搗 

男の 娘であった。 

思へば、 彼の 長い 一 生の 過ぎ 来し かたに、 彼が 本当 

に 心身の 慾 情の 満足と 愛敬と を 籠め た 恍惚に ひたすら 

ひざ まついた 女性 は 一人と してなかった。 宗 右衛門 は 



悲しかった。 彼の 長い 一 生に 一 度 も 生きた 女性に 費 

さなかった 恋の 魅惑 を、 この 老来の 而も 斯うした 悲惨 

な 境遇の 今、 手に もとられず、 声 も 聞き 得ぬ 一 片の画 

によ ぼ さ つ 

像の 女 菩薩に 徴 されようと は。 

(これ も 何 かの 業因から かな) 

宗 右衛門 は 眼 を閉ぢ て、 なほ 深々 と、 くらやみ のな 

か へ うづく まった。 

その 時 以来、 宗 右衛門 は、 なるたけ 女 菩薩の 前 を 通 

るまい とした。 が、 一日に ニ窆ゃ 三度 は 必ず 通らな け 



胸 は、 浅ましく かき 乱れて 行く ばかりであった。 或る 

日 彼が 企てた 冒険 は、 たゾ 成功し なかった ばかりで 

ほ とん 

なく、 殆ど 彼 を 無援の 谷に 打ち込んだ。 

ばば まどし ようじ 

彼 は 寺の 掃除 婆に 命じて、 画像の 前の 窓 障子 をす つ 

かり 解放 させ、 四方 を 清浄に 掃除 させて 置いた。 彼 は 

自分の 身 を もよ く 冷水で 拭き 清めた。 そして わざ/ \ 

自宅から 取り寄せた 新ら しい 肌着 を 着 済ました。 

かげろ ふ も 立ち 添 ふ 暖かく 晴れた 冬の 日の 正午 過で 

あった。 彼 は、 はっきりと 眼 を 見開いて 静に女 菩薩 

画像に 近づ いた。 

(はっきり 見よ。 白日の 明 光の 中にはつ きり 見て 迷夢 



を醒 ませよ) 

彼 は 自分の 心に 厳しく 命じた。 しん、 とした 此の 光 

線の 落ち 著き のなかに、 穏やかに 明るく 画像 は 彼の 前 

に展 けた。 彼 は その 前面 二 尺ば かりに 歩 を 止めて、 お 

もむ ろに 画像 を 見上げ 見下ろした。 

さわ ぢ もて 

案外な 心安 さ、 そして、 爽やかな 微風が、 面 を 払つ 

て、 胸 も 広々 と 感ずる かと 思へ た。 —— 二分、 三分、 

み も だ 

五分 …… と、 宗 右衛門 はかす かな 身悶えと 共に、 壁画 

の 前へ 俯伏して しまった。 彼の 体中の 精力が、 あら ゆ 

る 快感と 恐怖と を 伴な つて、 何物に か 強く 引き絞られ、 

何処かへ 発散して 行く と 同時に、 壁画 は、 一層、 白昼 



リ リ なま 

の 大胆な 凜々 しさと 艷 めきとの 魅惑 を 拡大して、 宗右 

衛 門の 眉間に 迫って 来たので あった。 



それ以来、 二三 日 彼 は、 胸苦しい 熱情に さいなまれ 

て、 ろく/ \ 喰べ も 眠り もしなかった。 そして それが 

漸く 遠ざかって 行く と 彼は腑 脱け の やうに なって 行 

つた。 彼 は 空念仏 を唱 へながら、 滅多に 彼の 部屋の 外 

へ 出ない ため、 俄かに 彼の 部屋 専用に 付けさせた 便所 

へ 出入りす る やうに なった。 部屋で は、 大方 黙りこく 

つて 炉へ炭 をく ベて ゐた。 店から 帳簿 を 持って来る 者 



ろの 畑地の 隅に 居 を 移した。 家から も 老夫婦の 飯炊き 

を 呼んだ。 畑地 は宗 右衛門の 所有地であった。 おび 

ぽ たん 

た、 V しい 牡丹の 根 を 諸方から 彼 は 集めた。 遠方から 植 

木師が 来て 泊り込み、 村の 百姓 を 代る代る 手伝 ひに 雇 

つた。 初夏と なって 畑 一 ぱいに 牡丹の 花が 咲き 盛った。 

村の 者 や、 めったに 動じない 老師まで 眼 を 見張った。 

宗 右衛門の 苦渋の 底から 微笑が 浮んだ。 彼 は 誰に とも 

なく 眩 いた。 

「仏様 へ 御供 養で ござ います ぞ い 」 

彼 は、 この 上、 やがて 何事 かの 業因になる とも 知れ 

ぬ 我が家 産 を、 斯ん なにして 散 じて 行く のに も 幾らか 



と 同時に、 宗 右衛門の 狂気の 沙汰 をぎ々、 噂に 高めた。 

三年 目の 年が 明けて、 梅 も ぼつく 咲き初めた 頃、 

添 田家 縁者 一統の 総代が、 泰松 寺へ 出頭して、 宗右衛 

門の 家事 不 取締りから、 使用人の 怠慢、 家業 破綻 の条々 

を縷述 し、 その上、 娘お 小夜の 急病 を 報じて 宗 右衛門 

の 自宅へ 復帰す る こと を 老師に 願 ひ 出で た。 それ は 丁 

度宗 右衛門が、 荒廃と 疲労の 極度に 達した 自分の 最後 

の 処置 を 老師の 前に 哀訴した と 殆ど 同時であった。 も 

ち ろん 家に 残した 娘 達への 回避の 念、 物質 本位の 家業 

に対する 倦厭の 情 は、 いつもの 通りく りかへ して 述べ 

られ た。 た V、 壁画に 就ての 羞恥ば かり は 始めて 老師 



の 聞く ところであった。 彼 は それ を 打ち明ける 辛 さ を 

敢 てす るまで、 老師への 哀訴の 情が、 切迫して しまつ 

たので ある。 老師 は、 両方の 縷述と 哀訴 を 懇切に 聴き 

取った。 そして、 今後 一切 を、 自分の 指図の もとに 取 

り 行 ふやう かたく 双方と もに 約束 させた。 

「現実 を 回避せ ず、 あくまでも それに 直面して 人生の 

本然 を 味 得する こと。 本当に 生きる 強味 は 其処から 出 

る」 

やす ほんやく えとく 

これ を 判り 易く 飜 訳して 老師 は宗 右衛門に 会得 させ 

た。 その 具体的な 手段と して 宗 右衛門の 居室 は 寺の 花 

ふ J ま ま 

畑から 不具の 娘 達の 直ぐ 傍に 移された。 気儘な 妄想 を 



た y 宗 右衛門 は、 以前よ リ ずっと 沈黙に なり、 そし 

て 痩せた —— それ は 彼が 老来の 衰へを 示す もので はな 

かった。 引きし まった 彼の 上皮の 下に は、 生き生きと 

して 落ち 付いた 力が 寂しく 光って ゐ るので あった。 

(後記) 

らんじゅく 

王朝 時代の 末期に なって、 文化の 爛熟に よる 人間 

の 官能と 情感が いやが 上に も 発達し、 現実的に は 高 

度の 美意識に よる 肉的な もの を 追 ひ 求める 一 方、 歓 

楽 極まって 哀愁 生ずる 譬へ 通り、 人々、 省 己 嫌 厭の 

不安から 崇高な 求道 の 志 を 反比例に 募らせる。 この 

二つの 欲求の 調和に 応ずべ く、 仏教に もい ろ/ \の 



へんぼう 

変貌 を 来たした が、 中に も、 肉感的 美 欲 を 充足 させ 

っゝ、 それ を 通して 魂の 永遠の 落 付き どころ を視か 

せる に は、 感覚的な 対象と なる 宗教 的 器具 設備が 最 

も 時機 相応であった。 

なまく しき 絶世の 美人であって、 而も 無限 性 を 

ひきだ きちじょうてん ぎげい てん べんざいてん 

牽 出す もの、 こゝに 吉祥天、 伎芸 天、 弁財天な どゝ 

ぼ さ つ 

いふ 天女 型の 図 像が 仏 菩薩 像 流行 を 奪 つて 製作され、 

中の 幾つか、 V 今日に 残リ、 人間性の 如何に 矛盾で あ 

リ、 また 合致 総和で ある 意味 深い もので あるか を考 

へさせる ので あるが、 泰松 寺に ある 宗 右衛門の 見た 

女 菩薩 は、 身糙 へや 身 構へ は 菩薩に 違 ひない が、 画 
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